
【生薬名】乾地黄 。熟地黄 ・鮮地黄 肥 協掬脇督 材冴/

【起 源 植 物 】 アカヤ ジ オ ウ  免 施 物 勉 勲 筋 θs2じ物 β呼 冴θ2

カイケイジオウ え夕此施膨 ガカ″伊cぬ血鱗盟β占

【科 名 】

【別 名 】

【薬用部分】

【主 成 分】

【薬 性 】

【効 能 】

ゴマノハグサ科Scrophulariaceae

根茎

カタルポール、マンエット、糖質、鉄分

気味は甘苦寒(乾地黄)、甘苦微温(熟地黄)、婦経は心肝腎に属す

0清 熱涼血 ・生津

●補血、滋養強壮、貧血、鎮静、清熱、止血、糖尿病

● 1日 5～ 8gを 煎じて服用する

0ア トピー性皮膚炎には地黄と当帰各2gを 濃く煎じた液を風呂

に入れて入沿すると皮膚が潤つてきて癖みが和らぐ

●熟地黄100gをホワイトリカー500潔、石菖(ナマが良い)200gをホワイトリカー

1夕で別々につけ、3ヶ 月後に濾して両者を混ぜ合わせて飲むと

ボケの予防や脳疾患の予防によいという。当地の民間療法

●カイケイジオウよりもアカヤジオウが効能的には勝つていると

いわれるが、市場品の殆どはカイケイジオウである

0中 国では生のものを鮮地責、刻んで乾燥したものを乾地黄また

は生地黄、酒で蒸したものを熟地黄と呼び使い分けをしている

0主 治血証及水病也 (薬徴)

0生 地黄 微 寒、能く湿熱骨蒸、煩労を清し兼ねて蒸血を消す。

熱地黄 微 温、腎を滋し、血を補い、髄を益し、精を填し鳥髭、

黒髪。 (薬性歌)

●胃腸虚弱は胃もたれを起こしやすく注意が必要

●乾地黄は肝、熱地黄は腎への作用が強いといわれる

0四 物湯、八味腎気丸など

【出 典 】

【備 考 】

【処方例 】


